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平成 17 年 3 月 25 日 

農 林 中 央 金 庫 

 

「公益信託 農林中金８０周年森林再生基金」の設定について 

 
１．概要 

 
(1) 当金庫は，企業の社会貢献ならびに社会的責任に対する関心の高まり等を勘案して,
創立８０周年を迎えたのを機に，「公益信託 農林中金８０周年森林再生基金」を設定

し,森林保護（保全）を通じた社会貢献事業に取り組んでいくこととしましたのでお知
らせいたします。 

 
(2) 本取組は，国内の森林荒廃が進むなか，地球温暖化防止をはじめとした多面的機能
を発揮できない状況を踏まえ，特定公益信託を活用して国内の荒廃した民有林を再生

する事業・活動に対して助成を行うものであり,信託財産１０億円，期間１０年程度（1
年当たり 1億円程度）の事業を実施することを目処としています。 

 
(3) 今般，特定公益信託の設定について,農林水産省および財務省の許可・同意を得たこ
とから，平成１７年３月中に委託信託銀行である農中信託銀行株式会社と信託契約を

締結・資金拠出したうえで，当該公益信託を設定することとしています。 
 

 
２．事業概要 
 

(1)名称 ： 「公益信託農林中金８０周年森林再生基金」 
 

(2)区分 ： 特定公益信託 
 
(3)委託信託銀行 ： 農中信託銀行株式会社 

 
(4)目的 ： 国内の荒廃した民有林の再生を通じて森林の公益性を発揮させることを目

指した活動に対して助成することにより，森林の多面的機能が持続的に発揮されるこ
とを目的とする。 
 

(5)事業内容 ： 国内の荒廃した民有林の公益性を発揮させることを目的とした活動で
あって，創造性が高いと認められる以下の活動に対する助成金の支給。 

・ 複数の森林所有者との長期安定的な契約に基づく，ひとまとまりとなった荒廃林の
再生活動（長伐期施業・複層林施業等の公益的な施業を条件とする。） 

プレスリリース 
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・ 上記に附帯する林地境界確定，林地調査，不在村地主調査等 
・ その他目的を達成するために必要な事業 

 
(6)助成対象者 ： 営利を目的としない法人で，過去の活動歴等からみて本活動を運営

するに十分な能力，知見を有する団体(ただし，地方公共団体を除く)。 
 
(7)選考方法 ： 当公益信託の運営委員会が，当信託の趣旨，目的に照らし，活動内容・

活動効果の大小等を総合的に勘案して選定する。 
 

(8)信託財産等 
・ 当初信託財産 ： １，０００百万円 
・ 信託財産取崩しにより,年間１００百万円(一団体あたり上限３０百万円)を目処に

助成。 
・ 予定信託期間は１０年程度。(但し,一団体あたりの複数年助成は５年を最長とす

る。) 
 

 

３．今後のスケジュール（予定） 
 

平成 17 年 3 月    信託契約締結・資金拠出・基金設定 
平成 17 年 6 月    第 1 回運営委員会（助成規定・募集要項の決定） 
平成 17 年 7 月    助成募集開始 

平成 18 年 2 月    助成先決定 
平成 18 年 4 月    助成先への助成金一部交付 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
平成 27 年 4 月    2014 年度（最終年度）助成金交付 
 

以上 
 
 

 
（照会先）農林中央金庫 広報部（飯田，松尾） 
     TEL ０３－５２２２－２０１９ 
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農林中金８０周年森林再生基金 スキーム図 

農林中央金庫 
 (委託者・出捐者) 

農中信託銀行 
(受託者) 

公益目的執行・日常的運営・財産管理 

主務省 
農林水産省 

助成先 

助成先 

助成先 

①申請 ②許可 

⑦助成組合推薦  

事業助言・勧告 

③公益信託設定 

④監督 

⑥応募 

⑨助成金 
⑤信託法上の

権限行使，承認 

運営委員会※2 信託管理人※1 

※1 不特定多数の受益者

の代表として，受託銀行

の職務執行を監督し，重

要事項を承認する。 

森林所有者 

森林所有者 

森林所有者 

森林所有者 

森林所有者 

森林所有者 

⑧長期安定

契約 

・ 森林組合・農漁協

等協同組合 

・ NPO法人 

・ 社団・財団  等 
※2 公益目的遂行のため助成先

の推薦や公益信託の事業遂行に

ついて助言・勧告を行う。学識

経験者数名で構成。 

 


